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　Abstract:The Quarternary System along the whole Nakagawa River, Tokushima Prefecture
　was studied, and four Formations of Kuronta Pass, Kuronta, Kawashima and Wamuda of
　the Middle and Late Pleistocene, and the Kawagiri Formation of the Early Holocene,
　without　the　Early　Pleistocene, were　newly　defined　in　descending　order. And　these
　Formations make the following terrace plains, with the Late Holocene sediments forming
the widest Alluvial plains（ＡＰin the text-figures) along the whole Nakagawa River:
　HI, Higher Terrace Deposits　l ―Kuronta Pass Formation with 2m thick, むorroded gravels
　H2, Middle Terrace Deposits ｎ一Kuronta Formation with 2-4m thick, corroded gravels
　M, Middle Terrace Deposits 一Kawashima Formation with 3-15m thick, semi-corroded or
　　　fresh gravels
　L, Lower Terrace Deposits一Wamuda Formation with less than ２ｍ thick, fresh gravels
　A, Alluvial Terrace Deposits一Kawagiri Formation, poor in gravels｡
　　Among these,Ｈ２ and Ｍ are fillterraces, and Ｌ and Ａ are strath ones.
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はじめに
　四国全体の第四系は，まず中川(1969)によってそれまでの概要が総括された．ついで，満塩・
古川(1988)がさらに詳細にまとめて報告した. 1992年には満塩・加賀美(1992)が詳しく報告し，
南西国のネオテクトニックスについて議論する中で，四国全体を北・中・南四国に３分し，次に述
べる徳島県は中四国として区分した．一方，西部四国においては，愛媛大学農学部地域環境防災地
質研究室の鹿島愛彦教授らともに，環境地質学的研究の一連の報告を継続し，最近の成果ではその
14として，四国西南端の松田川流域の第四系について述べた（満塩・鹿島, 1996).
　徳島県では，徳島県(1972)が全体の地質を述べる過程で，同県の第四系について報告した．つ
いで，須鎗(1982)は徳島県の水理地質図を報告する中で，同県の第四系について表示している．
日本地質学会西日本支部例会にて講演（広島大学, 1997年６月）
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　いっぽう，徳島県最大の吉野川全流域では，上流部は満塩・竹田・嶋(1991)が報告し，上・中
流部は満塩・嶋(1993)が報告し，さらに全流域の概要にういT･は
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　　　　　　　　　　　　図１　四国の主要河川水系およ=jび仏像構造線の位置ご　▽===‥‥‥‥‥‥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　枠内は主たる調査範囲　レ　　　　　　　ダ
　ここで述べるものは，徳島県下で第2:番目に大きい那賀川全流域の第四系である（栗林・満塩，
1997).この河川の源流部付近では，標高1,955mの剣山を始めとする高い山地がほぼ東方に連続し，
高知県どめ境界付近では南四国の第四系のタイプ地域七ある物部川［満塩り|皿］,1993 ;満塩,1996)
と隔絶されている（図１・図２）．那賀川は寺戸(1966, 1993)や阿子,島(1970)らによって，段
丘やこれらを構成する疎層の大まかな記載はされている:=が,＼全流域での段丘区分や総合的な考察は
なされていない．また，段丘と地殻変動との関係にっいても不明である．これらの原因として，那
賀川全流域の第四紀層中には年代判定の=試料となるテプラが乏/しくて√編年が不明確であることな
どがあげられる．しかし，吉山(1990)は同一環境下では同じ様な河川縦断面が形成されると仮定
して，河成段丘面を用いて隆起量を算定するこIとを試みているl………ま･.だ，万jI吉山･し柳田（↓995)は那賀
川における段丘の比高差が上流方向へ増加することか=ら√内陸部の四国山地における隆起速度を求
める可能性があると指摘七ている．　　　　　　　　＼　＼ﾉ＞　　　　　　ト
　以上の理由により，筆者らはこの那賀川全流域め第四系から構成される河成段丘を調査七，地層
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の記載を行うこと，および，段丘区分を行って，中四国における第四系の対比を行うことと/した．
図２し徳島県那賀川流域及び第四系地質図の範囲　士
Å十召は第四系地質図を示す範囲(図5 A-5 E参照)十
数字は各露頭の位置　Loo.21は柱状図(図7A参照)のみし
　　　　　　　ト　　　　　　　　ト地質・地形概要‥‥　‥　　‥‥　‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥
∧前述めように，那賀川は剣山(1,955m)のふもとﾚに源を発し，徳島県をぽぼ西から東に横断し,=
紀伊水道へ注ぐ全長約110kmの１級河川である．この川とぽぼ同じ位置を仏像構造線が数回交差し
て走っている（図！）．　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　……I
　この流域の地質としては，基盤岩類は四万十帯が大部分を占め，下流の一部地域は黒瀬川構造帯
に位置している．最上流部は1,000 m級の山々に囲まれており,ニこれらに続いて上流部でも狭長な
谷を形成してい乱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万レレ●●●　●●●●　　　●●●●
　源流から約20kmも下ると，川幅は広くなってに平坦面を明瞭に確認することが=できるようにな
り，中流域では河川争奪の跡が段丘面として多く存在七ているレ　．･．・　．･･　　･ｊ………………:
下流域では主として沖積平野が約10km以上も広がくっでおりy,コ那賀川の河口に社大規模な三角洲
が形成されでいて，さらに紀伊水道の海底平坦面に連続している．‥‥‥‥‥‥:　　　＼　し
　那賀川流域にお廿る各平坦面を河床高度の大きい順に,=最高位段丘のＨ１面・高位段丘のＨ:=2ｽ面・
中位段丘のＭ面・低位段丘のＬ面i/沖積段丘のＡ面.（沖積面のＡＰ面の６段に分類したレなおレ最
も広大な沖積面は地質図でぱＡＰ面1としているが，後期完新世の地層ぱついてはここではふれない．
　つぎに，これらの各平坦面を構成する第四系について√ＨＴ面の最高位段丘構成層を黒野田峠層，
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　∧y………　……図3………徳島県那賀川流域の河川
文字と数字は各段丘構成層の作る面;〉耳士／黒野F
H2=面の高位段丘構成層を=黒野田層;
面め和無田層と命名七=だレまた√Å面としたもの
Ｐ面を沖積面と七jでいる。‥‥‥＼　＼／　………
これらの各段丘構成層の形成時代は，
の層序や諸特徴から;中期更新世・後期更新世
での==とし/こ/乙みられないト中期更新世は黒野田峠層
後期更新世は低位段丘の和無田層であるいまだ,］
　こ:れらの各段丘構成層め諸特徴を図４記示してい名ニノニ:ヶj･:1万=
▽＼　……………………………………ﾚ……j……第四系各論上……=jj==万lj･Jj.･..
　つぎに十第四系の記載しを行
　那賀川全流域にお体る第四系万は,ト前述φ≠う犬に√::i=:万丿中期:更新
前期更新世はごれまでめ/とごろ確認されていない∠∧＼＼j……万万万:I
　中期更新世は高位段丘･,中位段丘であﾉ肌∇後期
句生前斯完新世々沖積段丘の川切層を定義し＼てい
もう1:ﾉ段高い平坦面がみられ,＼これを最高位段丘とし
ここでは＝一応,＼中期更新世としておくが,ﾄ前期更1
上これらの各段丘の縦断面や河川縦断面図を図釧
けて示したよさ=らにニ地質断面図は図:（に示し,………=･｡4
－．Ｊ＿－ｊ．・Ｉ Ｊ－･
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層の特徴は図４に示した．
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図４　徳島県那賀川全流域における各段丘構成層の特徴総括
Ａ　中部更新統
　本地域の中部更新統は，最高位段丘構成層の黒野田峠層・高位段丘構成層の黒野田層，および，
中位段丘構成層の川烏層からなる．
　以下には，これらを順に記載する．
Ａ－１．黒野田峠層（くろんたとうげそう）最高位段丘　Ｈ１面
　命名者：栗林知史(1997)
　模式地：徳島県那賀郡木頭村川島一黒野田間の峠　Loc. 20
　分　　布：那賀郡木頭村川島一黒野田間の峠のみ　　’
　層　　厚：約2m　　　　　　　　　　　　　　　＼
　標　　高：海抜約450m
　河床高度：約120m
　黒野田峠層は木頭村川島から同村黒野田へ行く途中の峠の切り割のLoc. 20の１箇所のみに存在
している．ここでは，基盤の砂岩の上に不整合に本層が覆っている（図５Ａ・図7 A).
　また，木層の最大磯は約50cmにも達する．傑層のしまりは弱くて，磯の円磨度は0.4で，球磨度
は0.3である．さらに，本層の下部はインブリケーションが発達しているが，磯層の上部から中部
ではこれは発達していない．また，本層の最上部に10cm以上のAhが存在している．また，本層の
色相は，赤褐色を呈している．　　　　　　　　　　　　　　　　ト
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　黒野田峠層は河床高度が120m以上あるが，構成傑は半クサリ)疎と新鮮疎からなっている．この
原因としては，この地域は多雨であって開析度が高いことから，犬木層の上部に存在していたクサリ
傑か運び去られていったものと考えられる.　　　　　　∧　＼‥‥‥　　‥‥　　‥‥‥j　　六
　木層は当調査地域では最高の高度に，たった１箇所のみ存在していて，四国の他地域の第四系と
比較して，先段丘構成層の前期更新世ども考えられ右乱入証拠がないめで，ここでは一応，中期更
新世としておく．　　　　　　　　　　＝　　　し　　　　し
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　　　　　　　図５Ａ　徳島県那賀川流域の第四系地質図
Ｈ１，黒野田峠層（最高位段丘）Ｈ２，黒野田層（高位段 |島層（中位段丘）
Ｌ，和無田層（低位段丘）Ａ，川切層万（沖積段丘）十八ｒ，完新層（沖積平野）
　　　　　　　　　　　以下の５Ｂ－Ｅ図もこの凡例に従う＼　　＼
??―????
図５Ｂ　徳島県那賀川流域の第四系地質図（上那賀地区）
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徳島県那賀川流域の第四系∇(満塩･1栗林)
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図５Ｃ　徳島県那賀川流域の第四系地質図（相生地区）
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図５Ｄ　徳島県那賀川流域の第四系地質図（鷲敷地区）
図５Ｅ　徳島県那賀川流域の第四系地質図（阿南地区）
71
72　…………………　=　………高知大学学術研究報告レ第佃巻土(4面7年卜プ自=然科学十…………j……=………………．……Ｉ……………………………
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　■■　　　■　　■■■■■■　■
Ａ ‐ 2II.……黒野田層（ぐろんたレぞう）尚高位段丘斗
～jｸ=.ザリ陳からたってお/り,………中流部懲はlOcm大映
表面jは灰白色を呈しているも収も特徴的にみらｹﾞれ･
ﾄまたに本層が構成する:黒野田面め発達はごあ:ま
ら段丘推積物七判別できた．‥‥‥‥　＼＼
　しかし√ダテフし多などの年代判定にな=る試料は
るごと/などから，かなり古い段丘疎層々あ:るも
Ａ＋3＼.TJII島層（かわｿしまぞう:）犬　中位段丘トＭ面j………ﾄ……=
?????
名二者:栗林知史(1997)
式上地：徳島県那賀郡木頭村川島①oc. 18☆ﾉ=ﾔ
布：那賀郡木頭村]･上那賀町ﾚ4＼相生町ﾉ，
厚ヶ3･ｍ－15袖　……………∧……
高:,海抜390ニ20 m　　　十　　　＼
河床高度:70m -Om　　　‥‥‥‥‥
川島層の層厚はﾚ3mから!=5?であり√他め
は下部首約50cinであるがに上部では細粒ｲﾋ:していう
上部ヤは砂岩のグサリ＼傑やチギア下のダサ＼ﾘ疎か=
リ傑であるレまた，本層の色相は,十黄褐色を呈し
り日鳥層は上流部の木頭村川島かjら下流部坏)j阿㈲
図7 B).そ七て,十基盤岩類の砂岩を不整合でj覆ら
いっjぽう，下流部において録√川島層が沖1
などの年代試料とな/る＼も/の録存在が=認め＼らj
なお, Loc. 21の美那川にお廿る露頭では，
ラ るくもﾉのﾐは か ﾚられ
とざれる火山灰を発見してい＼る．:筆者らの確認寸乱ﾄ
の露頭は中位段丘構成層の川ﾌﾟ島層担当=層どしてお==J
けてお:りレ疎の
を呈しているﾉ／
るこ:とか
Ｇ∧木層中の最大傑
流部忙ﾚおyいては木屑
ぱ新鮮疎か1ら半クﾉザ
}布しまい名∧(図ご･5 A〉ＴＥ・
ﾄﾞ=推察本れ藻√=しかし↓……テフ
誉教授=が:デク……=･ﾗ･=の同･定で(:
Ah/でぱな=かﾚら/たごしそ.れ故,＼こ
高度（ｍ）
　　４００
3０
20
０
高度（ｍ）
　　　４００
　　　３００
　　　２００
　　　１００
　　　　　０
徳島県那賀川流域の第四系（満塩･栗林）
木頭村・出原
５００
ｍ
ヨ
喋層
73
基r
度（ｍ）／　相生町・中雄
　ａ７　２００
バ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー色　１００’　　　　　　　　　‘
㎜　　　　「≡　　　００　　　　　　５００　　　　　100０
1000
上那賀町・平谷
５００
J高度( m ),　鷲敷町’小仁宇
天）　2
0 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
　　　　　　１００　　　　　　　　　　　　－－
　　　　　　　　Ｏ　　　　　　　　　　　　-●-･
０ ５００
上大野町・持井
1000
高度{ m ) .
　　100j　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　00　　　　　　5100　　　　　1000
　　　1000　　　　　1500（ｍ）図６　徳島県那賀川流域の地質断面図
　　　　　　　　　　　　　　　　断面の位置は図５Ａ－５Ｅを参照
Ｂ．上部更新統
　上部更新統は低位段丘Ｌ面で，和無田層から構成されている．
Ｂ－１．和無田層（わむだそう）　低位段丘Ｌ面　　　　　∧
　命名者：栗林知史(1997)
　模式地：徳島県那賀郡木頭村和無田　Loc. 11
　分　　布：那賀郡木頭村・上那賀町・相生町・鷲敷町・阿南市十八女町
　層　　厚：５ｍ -Om
　標　　高：海抜370－40m
　河床高度:40－5m
　和無田面を構成する木層は，大部分は薄くて，約２ｍである．和無田層の藻は新鮮であり，マト
リクスも新鮮な砂質である．藻の種類は砂岩や泥岩およびチャートからなる．木層の色相は，雑色
である．
　また，例外的に厚い藻層は相生町横石に見られ，層厚は５ｍを超えている．これらの構成藻の大
部分は近くの谷から運ばれたと考えられる支流性の亜円傑である．
　また，中流域の相生町吉野では，厚さ1.5mの藻層が存在しているが，下流域の阿南市では藻層
はみられない（図５Ａ・図7 A).
　また，和無田層が構成する和無田面は，調査域では最も広大に発達しており，全流域に広く分布
しているL河川争奪の跡として残っている面は，ほとんど大部分がこの面である．そして，河床高
度は下流方向へ低くなる傾向が見られる．河口から約100kmの木頭村美那川では，河床高度30mに
平坦面をもつ段丘傑層からＡＴと思われるものが見られた．テフラは河床高度約20mの位置に約15
cmの厚さでパッチ状に挟まっていた．この藻層が和無田面と同一面か否かは不明確であるが，河床
高度からみて和無田面であると考えられる．
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Ｃ　前期完新統し　　　　　………
　前期完新統は沖積段丘のＡ面を構成している．
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Ｃ－１．川切層（かわぎりそう）　沖積段丘　Ａ面　犬　　　　　∧　　　　　　　犬　　　犬
　命名者：栗林知史(1997)　　　………………万　　..･.･･.･･･.　･..･　　　　　　　　・1　十
＝模式地：徳島県那賀郡木頭村川切　　　　　　　　　　……＼　‥‥‥‥‥　ｊ　　　　　　ト
　1分　／布：那賀郡木頭村・上那賀町・相生町・鷲敷町‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　‥‥　　‥
　層　　厚：約１ｍ？　　　　　　　　　　　　　　尚　　　＼　　＼　　　　ニ
　標　　高：海抜330－50mト　　　　‥‥　‥‥‥‥‥‥　‥‥‥　　‥‥＼　　　　　　‥‥‥‥‥‥
　河床高度：１５¬４ｍ　　ｙ．．･．･．・　　．．･･．．・　　　　　　　．．．　･･　　．．　　・・．・　　　　．･
　川切層はこれまでのところ，藻層はみあたらず，層厚は約１ｍ未満と考えられ√基盤岩が侵食さ
れて形成された侵食面が主と考えられる=（図5 E).……ﾆ　　＼十∇　‥　　　　　　十
　この川切面は低位段丘の和無田面とは河床高度が近似していで√両者ともに平坦面の解析度が低
いために，現地でめ区別はやや難しい．この面の分布は上流部の木頭村や上那賀町において良く発
達している．また，相生町梁の上地区に発達している面ぱＬ面とﾚしてきたが，河床高度が他のＬ面
より低いことからこの川切面と考えられるレ　し　上　　　し　◇＼　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥
那賀川の下流部ではこの川切面は観察されなかったが,＼和無田面と同じく下流方向へ河床高度が
減少することから，沖積面下に潜っている可能性がある.犬なお,二この川切面は河床高度が低いため
に，洪水の時には浸水の恐れがある．　　　　　　　ト　　　　▽ケ‥‥‥　‥‥‥く　　ト
　また，前述のように，この流域で最も広大な沖積面は後期完新統の堆積面であるが,十四国全体の
完新統については，小椋・満塩ほか(1989)が四国め軟弱地盤として総括しでるので，ここでは定
義しないレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　/‥‥　‥　　‥‥
　　　　　　　　　　　　　.･●・　●　　　　　　対　．比　　ト　　　●●
●●　●●●●●　　　　　　●●　　　●●　　　●●●●
　本地域の第四系を徳島県下の第四系と対比すれば，表1ﾚのようになる．　十　　　　　　　犬
　これらの流域めうち√勝浦川・桑野川・鮎喰川べあくいかわ）一流域の第四系は，主として寺戸
(1966)の資料によるものである．また，吉野川流域は満塩ら(1991に1993, 1994)ﾀﾞの資料による．
／まず，最高位段丘の黒野田峠層はLoc. 20の黒野田峠付近のみにみられ,二ここでは他の河川流域
の高位段丘に対比しておくが，吉野川流域の先段丘め土柱層群に対比される可能性もあしるよ犬
本流域め高位段丘の黒野田層は，付近め勝浦川流域では櫛淵層に対比さ/れレ桑野川流域では高位
段丘傑層に対比される．鮎喰川流域でも同様に高位段丘傑層に対比される．いダぽう，吉野川上流
部では本層は，吉野層に，中流域では中西層に√また，下流域では北岸では井出口層に,＼同南岸七
は小島層にそれぞれ対比されるレ　　　　　〉　　　犬　…………I………万‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　‥‥
ニ中位段丘め中島層は，勝浦川流域では柵野層に対比され,＼桑野川流域では動々原藻層jに対比され
るレ書た,し鮎喰川流域では八多傑層に対比される√しいづぽう,ト吉野川上流部では本願は大瀬層に，＼
中流域懲は半田層か東川原層に,十また，下流域の北岸では馬場層／切戸層に,大同南岸では小島駅層
にそれぞれ対比される.　・..･.・　　.・.･･･..　　･･　　　.･･.･.･･.･　・.･.･･　　　.･･･　･..･...　･･･　　.･
　低位段丘の和無田層は，勝浦川流域では沼江層に対比され,〉桑野川流域T右は新田層に対比される，
鮎喰川流域では低位段丘層比対比されるトいっぽう，吉野川上流部でjは木層は,……上奈路層に,………中流
域では昼間層に，また，下流域の北岸では岩倉層にレ同南岸でぱ東分層にそれぞれ対比される丿
最後に，本地域の沖積段丘の中切屑は，徳島県下にはみれられないが√高知県中央部の物部川下
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流域φ低位段丘IIの古町層ﾉ(満塩=ら,1993こ;ﾚ満塩，
なお,ﾉ完新世の沖積層全体はに既に小椋・満塩
では対比としない．
表１　徳島県東部の第四系対比表
調査地域 那賀川 勝浦川 桑野川 鮎喰川
吉野川　　I下流域　Ｉ　中流城　Ｉ　土流域
北岸
小島地区
(南岸)
池田貞光 本山盆地
完新世
　沖積層
沖積段丘
沖積層 沖積層 沖積層 沖積層 ・沖積層 沖積層 沖積層
更
新
世
後期 和無田層 沼汗顔 新田層 低位段丘層 岩倉層 東分層 昼間層 上奈路層
中期
　川島層
　黒野田層
黒野田峠層
櫛野瀬
櫛淵瀬
野々原藻屑
高位段丘
　　　藻屑
八多藻屑
高位段丘
　　藻屑
　切　馬
ﾉ戸斤場
I層　層
井出目層
小島駅層
小島層
東川原層
ｽﾞMII）
半田層
中西層
天瀬層
吉野層
前期
七
柱井口呑
肩　川劈
群Ｉ
　大谷層
土
柱高瀬谷
層　四||層
群
　　中上層
鮮新世 づ森山層
∧ここ･では,j各段丘の縦断面図二(図I3)ﾄや層厚おｿﾞ
ど＼を考察するレレj………=/｣………万………＼＼=,＼･=▽白丁1
　くまずレ最高位段丘φ黒野田峠層は士箇所の:みに｣
べる高位段丘の黒野田層よ匂△は高所に√」日那賀川，
ト次の黒野田層の形成当時にづい万丈考察七よう｡･.j
当時め河床め勾配を比較するとに両者はぼば同様ﾔ
当時の環境は現在とJ近いものであｿﾞう＼だと考えられ
てのみ存在し√下流部との比較が不可能であﾀﾞる:ご
い理由とｿﾞして征二もﾚと==も｡と形成/されな]かづたﾉも
さ:れで消失したかの口づが考えらﾚれる･jま..･だ･ ･，.･層丿
増加するが√全体壽/しではほぼ十定であ胤∧まﾌﾞこl･，
どの層厚は５ｍ以上はあった=と考えら=れjる.し……万こ.･れ
ごヶあ]るが･,二次に述
島居回Ｍ面形成
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部に存在しな
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は圭ｍしとﾚやﾉや
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比べて小さい値をとることから，当時の河川の運搬力は小さかったと考えられる．こめＭ面が形成
された詳しい年代は不明であるが,ノチャートのクザリ傑か存在することからレいわゆる高位段丘時
代かそれより古いものと考えられる．　　　　　つ　　　　　犬　　　　づ　　　　　犬
　次に，中位段丘Ｍ面の川島層の形成当時について考察七ようレ縦断面図（図３）より現河床とこ
のＭ面形成当時の河床勾配とを比較すれば，当時の河川は現在よりも急である=と考えられる．また，
本層の層厚が上流部で約15mと厚くて，下流部では３ｍと薄くなることから，上流部で多くの疎か
生産されたものの，河川の運搬力が貧弱であったために,＼下流部までは運搬されなかったと考えら
れる．本層の最大傑に注目すれば，本層の下部では約50?と大きい値であるのに対し，本層上部で
は約15cm程度と小さくなる傾向に,あるレこれらの最大磯の変化より，初期は河川の運搬力が大きかっ
たが，その後運搬力は小さくなったと考えられる．　　　　　∧　　犬　　十
　さらに，低位段丘Ｌ面を構成する和無田層の形成について考察するレ縦断面図（図３）での河床
勾配をみると，現河床よりわずかに急であることが分かる．下流部では沖積面下に潜っていると考
えられることから，こめＬ面形成当時は現在より河口が遠くにあうたか，あるいは,＼海面が低かっ
たものと考えられる．木層の層厚は一部の露頭以外は薄いことやレごの時代に河川争奪が多かった
ことなどから，その当時は河川による側方侵食が強ぐ二疎はﾚほとんど運搬されて七まって堆積1しな
かったと考えられる.＼　　　　　　　　　　　　　‥
　最後に，沖積段丘ＡＰ面を構成する川切層については，低位段丘Ｌ面より低所にあり,犬河川の水
位が海退などにより，一段と低くなったことを示している．･･･．．．・　　　　　　　　．･．･．　　・．･.
また，広大な沖積面のＡＰ面は，さらに海退か進ん鸚現河川の那賀川の堆積作用にようて形成
されたものである．　　　　　　　　　　　　　　　　　犬し　ダ：　　ヶ　　　　　　‥　　‥
　　　　　　　　　　∧　　　　　　　　　　　まとめ　　　　　∇　　　　●●●●●●●　　　　　　　　　　●●
　以上には，徳島県那賀川全流域において，第四系の各地層と段丘の記載を行いレ環境φ変遷につ
いて考察を行った．また，徳島県下の第四系との対比についても.述べた．これらを要約すると以下
のようになる.●　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
1ソ那賀川全流域の第四系については，前期更新世はなく，中期更新世・後期更新世および完新世
からなる．中期更新世は，最高位段丘のＨ１面の黒野田峠層・高位段丘めＨ２面の黒野田層からな
り，さらに√中位段丘のＭ面の川島層からなるレ後期更新世は低位段丘のＬ面の和無田層からなる．
また，前期完新世の沖積段丘のＡ面の川切層からなるトこれらの平坦面は以上の様にレ川床高度の
高い順に，広大な沖積平野面ＡＰ面を加えて，．６段に区分されyる．し　　‥‥‥‥‥　　Ｊ
２．これら第四系の各段丘構成層や段丘面の勾配などから考察した結果に川島層の中位段丘Ｍ面は
扇状地性の堆積段丘であり，和無田層の低位段丘Ｌ面と川切層の沖積段丘Ａ面は浸食段丘と考えら
れる．　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
３．本流域の第四系と徳島県下全体の第四系どの対比を行っ=た．　１　　　　　　　　　＼犬
　今後とも，第四紀における環境変動に関して，四国の第四系について報告する予定であるト
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